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市民自治を目指して活動する市民ネットワークちばの広報紙です
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会
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と
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。
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た
い
で
す
。
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員
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と
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け
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く
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し
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。

　昨年 7 月と今年 2 月に、ワークショップを開催。災害時にどのような困難
がおこるのかを、自治会長や障がい者のお母さんなど様々な立場の人たちと
共有しました。他団体の防災・避難所関連講座にも参加し、今後の講座開催
の参考としました。
　また千葉市地域防災計画の見直しに伴い、プロジェクトとして要望書をま
とめ、市職員と意見交換を行いました。その後募集されたパブリックコメン
トにも、意見を出しました。新しい地域防災計画に、男女共同参画の視点が
入ったのはその成果だと思います。
　10 月 15 日に提出した「千葉市の予算編成に関する要望書」では、自主防
災組織の結成率を上げることや、公共施設に避難に際する心得を常設してお

くことなどを要望しました。
　防災は、日頃の訓練と実践が大切で
す。経験を重ねて大災害時に備える仕
組みを考えなければなりません。
　プロジェクトでは今後、他市の先進
事例を見に行き、具体的な形での提案
を千葉市に行いたいと考えています。 

市民ネットワークちばのプロジェクト中間報告

　
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ち
ば

か
ら
生
ま
れ
た
4
つ
の
市
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事
業
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集
ま
っ
て
、
市
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事
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お
か
れ
た
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係
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る
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話
し
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っ
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。

お
互
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を
知
ろ
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い
う
こ

と
か
ら
、
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ポ
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２
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サ
イ
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ッ
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３
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葉
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営
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す
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２
、
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ン
バ
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高
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な
ど
。

　
い
つ
ま
で
続
け
ら
れ
る
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と
厳
し
い
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が
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に

ぎ
や
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で
前
向
き
な
パ
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ー
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ふ
れ
る
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ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
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あ
る
日
突
然
木
が
切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
、

剪
定
の
し
す
ぎ
で
は
？
、
農
薬
散
布
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
、
そ
ん
な
疑
問
か
ら
市
内
の

街
路
樹
巡
り
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　
観
察
し
て
い
く
と
、
根
が
盛
り
上
が
っ
て

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
亀
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が
は
い
っ
て
い
る
、

植
樹
マ
ス
い
っ
ぱ
い
幹
が
広
が
っ
て
い
る
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木
を
支
え
る
ベ
ル
ト
が
幹
に
食
い
込
ん
で
い

る
、
根
元
に
キ
ノ
コ
が
生
え
て
木
が
弱
っ
て

い
る
、
ム
ク
ド
リ
の
糞
で
路
上
が
汚
れ
て
い

　千葉市では、2014年2月1日、家庭ごみ手数料徴収制度が始まり、
ごみ減量に対する意識がますます高まると思われます。ごみプロ
ジェクトで昨年 6 月に実施したアンケートでも、プラスチックご
みや生ごみの分別収集とそれらのリサイクルに関心が高いことが
わかりました。
　そこで、プラごみに関しては柏市のプラごみのリサイクル工場、
生ごみに関してはジャパンリサイクルのリサイクルセンター（ガ
ス化溶融炉）とバイオガスセンターを見学しました。今年7月には、
家庭から排出される生ごみを堆肥化して野菜作りに取り組む「ビ
オスの会」の農場を見学し、地域で循環させる仕組みづくりが私
たちにもできるのではないかと感じました。

　美浜区在住のプロジェクトメンバーを中心に市民の手作りによる公園
整備「手づくり公園まさご」に参加し、その一画で落ち葉や一次処理し
た生ごみによる堆肥場を作ろうと準備を進めています。
　今後は、公共施設や事業所から排出される生ごみにも目を向けていこ

うと考えています。自治体の公
共政策の役割と責任は大きいの
ですが、市民が実際に関心を
持って関わることが推進力にな
ります。興味のある方は、市民
ネットワークちばにご連絡くだ
さい。 

る
な
ど
、
人
に
と
っ
て
も
樹
木
に
と
っ
て
も
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　
街
路
樹
は
、
ビ
ル
に
囲
ま
れ
た
無
機
的
な
都
市

景
観
を
潤
し
た
り
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
緩
和

に
も
一
役
買
っ
て
お
り
、
今
後
は
量
だ
け
で
な
く

質
の
確
保
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
行
政
や
事
業
者
だ
け
に
任
せ

る
の
で
は
な
く
住
民
で
あ
る
私
た
ち
も
常
に
関
心

を
持
っ
て
関
わ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
た
と
え
ば
、

街
路
樹
の
見
守
り
や
植
樹
マ
ス
の
手
入
れ
に
、
さ

ら
に
市
民
が
参
加
で
き
る
よ
う
き
ち
ん
と
し
た
仕

組
み
を
つ
く
る
こ
と
。
ま
た
、
市
民
協
働
に
よ
る

街
路
樹
マ
ッ
プ
づ
く
り
や
、
道
路
ご
と
に
管
理
し

て
い
る
事
業
者
の
名
札
を
表
示
し
て
住
民
と
の
顔

の
見
え
る
関
係
を
つ
く
っ
た
り
、
管
理
に
つ
い
て

市
民
も
参
画
し
評
価
し
て
い
く
会
議
を
も
つ
こ
と

も
必
要
で
す
。

　
さ
ら
に
、
道
路
は
今
後
自
転
車
が
走
る
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
も
求
め
ら
れ
て
き
ま
す
。
街
路
樹
に
こ

だ
わ
る
の
で
は
な
く
、
住
宅
の
生
け
垣
（
補
助
制

街路樹プロジェクト度
を
作
る
）
や
公

園
の
樹
木
も
街
路

樹
と
一
体
に
捉

え
、
街
の
緑
と
し

て
そ
の
充
実
に
力

を
入
れ
て
い
く
な

ど
新
た
な
提
案
を

し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
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　市民ネットワークちばでは、毎年市への政策提案のため、テー
マを決めてプロジェクトを立ち上げ、調査・研究をしています。
4 つのプロジェクトが活動中です。

10 月 1日議会傍聴記･･･みなさんも傍聴に行ってみませんか

野呂農場見学　竹で作った堆肥場

　10 月 25 日、2015 年春の統一
地方選挙に向けて話し合いました。
市民の声・弱者の声をしがらみな
く市政に提案できる市民ネットの
活動は大切で継続させたいが、専
業主婦が少なくなるなど担い手が
減り活動を広げる新しい工夫が必
要、選挙に取り組む区を絞り込む、
１年前には候補者を決める、など
の意見が出ました。今後の運営委
員会等で詰めていきます。

避難所ワークショップの様子

街路樹を使わずに回りの緑を
上手に利用している例：花見川区瑞穂


